
 

 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録を上回った種目 

 上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび 

ソフトボール投げ 

〇前回の記録を下回った種目 

 握力（全国平均は上回っている） 

・９年間を通した健やかな体の育成という視点から、小中連携

して「走り方教室」を行ったことで、男女共に20ｍシャト

ルランの結果が昨年度を上回った。 

 〇前回の記録を上回った種目 

 上体起こし、長座体前屈、20ｍシャトルラン 

50ｍ走、立ち幅とび 

〇前回の記録を下回った種目 

握力、反復横とび、ソフトボール投げ 
（握力、ソフトボール投げは全国平均を上回っている） 

・ジャンピングボードや的当てゾーン、ケンパゾーンといった

場の設置による運動の機会の創出によって、男女共に昨年

度の結果を上回る種目が増えた。 

 
・「運動やスポーツをすることが好き」「やや好き」

と肯定的に回答する子どもの割合 

R7 男子：88.5% 女子：85% 

・「体育の授業は楽しい」「やや楽しい」と肯定的に回

答する子どもの割合  R7 男子：96% 女子：85% 

・「保健を学習して、もっと運動しようと思うようになった」

「やや思うようになった」と回答する子どもの割合        

R7 男子：76.9% 女子：90% 

・男子は、体育が楽しいと感じる子の割合が運動が好きな子

の割合を上回っており、課題探究的な楽しい授業実践の取

組の成果が表れている。女子は、男子よりも運動を肯定的

に捉える子の割合は低いが、保健の学習によって運動の大

切さを感じている子の割合が高い。課題探究的な授業実践

の継続と共に、運動の楽しさを伝える取組を図る必要があ

る。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康の保持増進を図る取組の充実 

 

   

 ○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等） 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の体力テスト等を活用 

○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート及び自己評価等の活用 

○学校運営協議会・学校関係者評価等の活用  

 

令和８年度「健やかな体」育成プログラム 
学校番号：27515 

学校名：新陵東学校 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

 

○楽しみながら体力向上を図っていくため

に、準備運動に体つくり運動を取り入れ

る。 

〇持久力向上を図るために、体育で 3～5

分間走や縄跳びを取り入れる。 

○課題探究的な学習を推進するために、1人

1 台端末や学習カードを活用する。 

〇地域やサポーターの授業補助の積極的な

活用。 

〇自身の伸びを実感するために、3 年生以上

の学年において、8種目の体力測定を断続

的に行う。 

〇道徳の授業や保健指導（健康指導）を

通して、運動の大切さ、自他の心と体

を大切にする態度・生命尊重を考える

場をつくる。 

〇家庭と連携し、運動・食事・睡眠の大

切さを意識させる「グッスリーデー」

の取組を養護教諭と連携して行う。ま

た、栄養教諭による食育指導を充実さ

せる。 

〇グッスリーデーと連携した運動の大切

さを伝える自治的な委員会活動の取組

を行う。 

○外部講師を招いて、学習する機会を設

定し、健康な生活を意識させる。 

（タグラグビー、走り方教室など） 

○様々な週間を生かした、子どもが選択して

多様なスポーツに親しむことができる環境

の設定（マルチスポーツ環境の設定） 

・マット ・跳び箱 ・鉄棒 

・一輪車 ・竹馬  ・体力テスト 

・チューブ滑り 

○子どもが主体となる運動機会を創出する取

組の立案・実現 

・委員会で企画する運動を伴う大会等や全校

鬼ごっこの取組 

〇楽しく運動に取り組める環境整備 

・ロビーにジャンピングボード常設 

・電子ピストル、５０ｍ走計測器の活用 

・的当てゾーンの設置 

・芝生の活用（ボール投げ運動等） 


